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Bio-Psycho-Social modelの
疑似体験による

地域包括ケア教育

鹿児島大学地域医療学分野

網谷 真理恵
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知識

地域医療実習

鹿児島大学地域枠学生
対象プログラム

6年
必修科⽬；地域医療実習

学内教育
（ロールプレイ、事例検討）

クリニカルマイクロシステムを応用したシステムとしての地
域医療の学び

Bio‐Psycho‐Social modelを用いた
患者をとりまく心理、社会を包括したアセスメントの学び

学外での学び
（臨床実習、地域交流）

地域支援

（保健実習・健康講話）
を通した行動変容、
ソーシャルキャピタル

の学び

学内で実施できる
教育へ

地域のつながり
地域活動への参加

地域実習から学内教育への移行

オンライン活用

地域枠医学生１・２年生

離島からのメッセージ
指導医、地域枠医師（先輩）から

離島へき地医療人育成センター／地域医療学分野

地域枠1,2年生（低学年）への
地域医療代替教育

地域医療への関⼼の向上
地域医療に従事するロールモデルとなる医師の姿
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地域医療教育講演会
～離島からのLIVE配信～

地域医療実習代替案（6年生）
カリキュラムコンピテンシー

１．システムとして地域医療
をとらえる能力

（Clinical microsystem,
多職種連携、地域包括ケアシステム）

２．リーダーシップ力
（プロジェクト遂行力、企画立案力、組織管理力、自己

認識力、プレゼンテーション力）

３．全人的に医療を実践できる力
（患者の地域・家族背景、経済的問題など心理社会的
背景をBio-Psycho-Social modelを用いてアプローチ）

４．プロフェッショナリズム
自己認識力

地域医療実習代替案（6年生）
カリキュラム

実地・経験

経験に対する振り
返り

理解と概念の

形成

試みと練習

1. 事例検討
＊自身が経験した症例を事例とし
て検証）
＊過去の学生の地域医療実習の
事例

2. シミュレーション
＊学外実習で実施する予定だっ
たことを学生同士で実践

3.オンラインの活用
＊離島やへき地で勤務する医師
との中継
＊患者会とのオンライン交流

4.録画教材
＊ビデオメッセージ
＊ビデオ教材

地域医療実習代替案（6年生）
カリキュラム

1.Clinical Microsystem, Bio-Psycho-
Social modelの2つの理論を用いて

アセスメントする事例検討

2.保健指導実習
健康講話資料の作成
健康講話の実施

3.がん患者会とのオンライン交流

4.多職種連携ビデオ視聴後の事例検討
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Bio-Psycho-Social model と
Clinical microsystem

Bio‐Psycho‐Social model

社会

⽣物 ⼼理

臨床的側面だけでなく、心理社
会的側面もアセスメントし、治

療・ケア・介入に応用

Clinical microsystem

Bio-Psycho-Social model と
Clinical microsystem

＊地域包括ケアシステム
の理解

＊多職種連携

＊チームの機能向上

＊解決すべき医療問題
に‘システムとして解決策
を見出す’

＊患者教育、患者支援

＊マイクロシステム間の
連携を強化することで、
効率的によりよい医療を
提供できる

事例検討

Clinical microsystem と
BPS modelに関する

英語論文抄読

他学生へ

説明

先輩学生が経験し

まとめた事例を用いた

事例検討

CMSとBPS modelを融
合したアセスメントと介

入計画の立案

自身が経験した

症例を事例としてまと
め、CMS,BPSを用いて

アセスメント

manabaを活用した発表
（オンデマンド）

振り返り

Manabaを⽤いた
学⽣同⼠のpeer review

学習作成資料（BPS model)
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学習作成資料（Clinical microsystem)

BPSmodelを⽤いた評価、
プロブレムの抽出

メゾシステム

チーム作り
アウトカムモデ

ルの作成

チームの目的・
改善課題を共

有

チーム作り
クリニカルマイクロシステム

機能

臨床

費用

満足度

チーム、プロジェクトの成⻑へ向かうStep

学習作成資料（Clinical microsystem)
チームの目標と改善すべき課題の共有 チームで解決課題に向けた役割

学習作成資料（Clinical microsystem)
達成目標を設定し、チーム全体で評価を共有

良かった点や非効率な点などチーム内での情報共有

学習作成資料（Clinical microsystem)

⾏政

マクロシステム

達成度評価、各職種のパフォーマンスが発揮できていたか
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学生へのアンケート
Clinical microsystemの臨床応用場面

令和２年度離島地域医療
代替実習に参加した
医学部医学科6年⽣ 110名（対象者）
回答者 103名（回収率94％）

健康講話実習

【テーマ】
フレイル、認知症、腰痛、不眠

社会的フレイルとソーシャルキャピタル
便秘症、糖尿病、⾼⾎圧、熱中症、ストレス対処

学習内容
1.健康講話の資料作成
⾏動変容を促す発表
2.地域保健活動
3.ソーシャルキャピタル

1.健康教育を実施することが、地域特性や個人の生活や価値観を理解す
る機会となっている

2.対象者に適切な教育方法や教材を選択し、企画からプレゼンテーション
まで行うことができている

3.行動変容を促し双方向性を意識した発表ができている

4.健康教育を通してプロジェクトマネジメントを学ぶことができている

改善しなかった点（対象が若い学生だったことで）
高齢者を想定したコミュニケーション技術
プロフェッショナリズム：服装、責任感など 医学科4年茶圓

健康講話の実践（シミュレーション）

学⽣の学び（代替実習）⾃⼰評価より

がんサポート鹿児島（患者会）との
オンライン学習

がん患者会の活動（録画ビデオ）

体験談を聞く
（録画ビデオ）

患者会の⽅々との交流

ロールプレイ

2.1年生時と比較して、医療者の視点になっていることへの気づき
（自己認識力）

3.Health advocacy, Clinical microsystemから医療システムとしての患
者会の役割を検証（システムとしての医療）

4. 自己研鑽（コミュニケーション力、共感する力、全人的医療の重要性）

【学⽣の学び】
１. がん患者における患者会の役割
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結語

＊コロナ禍において体験型実習から学内で学べるオンラインや事例検討
を活用した地域医療教育を紹介した。

＊Clinical microsystem を基盤とするシステムとしてとらえる地域医療、
リーダーシップ教育、Bio-Psycho-Social modelによる全人的医療、
自己認識力を学ぶために事例検討、健康講話のシミュレーション、患者会
との交流を通して学習するカリキュラムを提供している。

＊コロナ禍でもカリキュラムを工夫することで、地域医療教育を
継続させていきたい。


